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総務費は、15億585万9干円で前年度対比9億926万円
（152．4％）の増額予算

　十目町地域広域事務組合が事業主体である里創プ

ラン整備負担事業のステージ整備負担金が計上され、

雪国農耕文化村センター（仮称）や広場等の建設に

入ります。

総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

團グループウェア導入事業 2，096 2，096

特別職や職員のスケジュール管理、会

議室・庁用車の予約、外部とのメール

送受信などを行うシステムの導入

ふるさと定住促進対策事業 750 750 結婚祝金支給

住民基本台帳ネットワークシス

テム整備事業
4，660 4，660

行政事務の効率化や住民サービスの向

上を図るためのシステム整備

團戸籍電算化システム事業 8，637 8，637
平成15年度での戸籍の電算化を図るた

めのマイクロフィルム撮影

團参議院議員補欠選挙経費 9，410 30 補欠選挙経費

團新潟県議会議員一般選挙経
費

2，642 17 一般選挙経費

囲松代町農業委員会一般選挙
経費

1，849 1，849 一般選挙経費

團米米フォーラム事業 1，266 1，266
十日町圏域による外交官の家族等を招

いての稲作の体験交流

囲ソフト作品設置事業 581 581

町内の4地区で国内外の芸術家がワー
クショップを開催しながら作品を設置

する経費

團20世紀の松代町写真集編纂

事業
800 800

20世紀に町内で起きた出来事に関する

写真を寄せ集めて写真集を編纂

團地域新工ネルギービジョン

策定事業
11，158 81

地域における新たなエネルギーの調査

をNEDOに委託する事業

里創プラン整備事業 8，617 8，417
大地の芸術祭作品管理及び次期大地の

芸術祭準備負担金等

地域活性化支援事業 6，700 6，700 各種団体及び冬の陣等補助

主な工事等 単位：干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

里創プラン整備負担事業（十日町

地域広域事務組合事業）
1，018，023 4，023

（仮称）雪国農耕文化村センター・広

場・自然体験型公園及び駅南ロ連絡通

路の監理費及び施工費

團県単里創プラン支援事業（十

日町地域広域事務組合事業）
11，153 11，153

町内4箇所にポケットパークを整備し
ワークショップを開催する負担金等経

費

團テレビ難視聴地域解消対策
事業（補助）

4，200 603
仙納地区（17戸）のテレビ難視聴を解

消

民生費は、3億8，573万8千円で前年度対比126万6千円

（0．3％）の微減

　老人福祉総務費では東頸福祉会補助金が607万円
（55．7％）の減となったほか、介護保険特別会計への

繰出が644万1千円（9．9％）減となっています。保育

所費で松代保育園の下水道接続工事が行われます。

民生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

国民健康保険特別会計助成事業 30，127 16，627 国民健康保険特別会計繰出

重度心身障害者医療費助成事業 4，627 3，014 重度及び心身障害者医療費助成

身体障害者措置事業 18，828 4，884 身体障害者施設入所費

心身障害者通所援護事業 6，763 2，125 心身障害者通所作業所運営経費補助

團精神障害者居宅生活支援事業 507 336
精神障害者のホームヘルプサービス事業

委託及びグループホーム運営費負担金

ホームヘルプサービス事業 576 464
介護保険認定漏れ者のホームヘルプサー

ビス委託

高齢者生活支援事業 12，799 3，154

介護認定漏れ者のディサービス・配食

サービス及び除雪援助等高齢者生活支

援事業委託

介護保険特別会計助成事業 58，811 58，811 介護保険特別会計繰出

老人保健特別会計助成事業 32，764 32，764 老人保健特別会計繰出

囲幡1顯利用韻担客購威・
減免措置事業

1，296 325

低所得者によるデーサービス・ショー

トステイ利用及び施設入所などの利用

料の負担軽減経費
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農林業費は、5億1，550万7千円で前年度対比2，815万

1干円（5．2％）の減

　集落センター屋根自然落下改造工事が1，630万1千

円（475．4％）増の1，973万円となったほか、新山村振興

等農林漁業特別対策事業費では集落機能自然景観保

全事業（旧三国街道整備）や多面的交流促進整備事業
（倒睾和紙伝習施設整備）などにより2，448万6千円（69．9％）

増の5，951万円となっています。また、県単農林水産

業振興費で農林業生産体制整備事業（農業機械近代化

助成）は2，800万円皆減となったほか、県営事業負担事

業が1，409万5千円（27．8％）の減．あわせて室野クリー

ンセンターの竣工により建設費と管渠布設事業費の
減などにより4，404万4千円（39．3％）減となっています。

農林業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位・千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

経営改善支援活動事業 880 450 認定農業者研修等経費

グリーンリース事業 180 0 貸農地管理等経費
水田農業経営確立対策事業 2，391 616 転作関連経費

囲地域水田農業再編緊急対策事業 740 0 減反面積達成者への補助経費
團水田作付体系転換緊急対策事業 634 0 転作作物奨励補助経費
特定農山村総合支援事業 3，800 0 田舎体験、都市交流等経費
中山間地域等直接支払交付金事業 146，165 36，542 急傾斜農地耕作者等直接支払経費

主な工事費等 単位二干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

集落センター屋根改造費（ソフト

事業から抜粋）（町単）
19，730 18，020

田沢、東山、滝沢、田野倉、蒲生集会

施設屋根改造（蒲生冷房含む）

團継続的農林業生産体制整備
事業（県単）

1，200 0
各生産組合農業用機械整備補助（J　A

経由補助）

團小規模士地基盤整備事業（県
単）

5，005 1，540
各用水組合や耕作組合への農業基盤整

備補助

囲地域資源商品化促進事業（県
単）

1，500 0 儀明直売施設整備補助

團集落機能自然景観保全事業
（補助）

15，942 77 旧三国街道遊歩道整備

團多面的交流促進整備事業（補助） 43，037 159 伊澤和紙伝習施設整備

県営事業（農免農道）負担事業（補助） 8，700 0 蒲生・北山地区農免農道整備負担金
県営事業（中山間地域広域型）負

担事業（補助）
25，800 870

農道・集落道改良、集落排水・暗渠排

水整備負担金

県営事業（水と士ふれあい事業）

負担事業（補助）
2，100 100 松代地区ため池整備負担金

町単農業基盤整備事業（町単） 3，600 3，600 町単ほ場整備補助

県単士地改良事業（県単） 27，300 300
集落道福島蒲間田線改良、農道仙納蓬

平線改良

森林総合整備事業（県単） 4，828 2，873 各団地造林事業

公団造林事業（受託） 2，908 0 各団地造林事業
團県単林道改良事業（県単） 3，793 2，128 林道海老東山線・室野福島線改良

県単小規模補助治山事業（県単） 12，500 5，300 室野地区治山事業

農業集落排水事業特別会計助成
事業（補助）

68，124 9，324 室野地区農業集落排水施設建設繰出

商工費は、1億1，655万5千円で前年度対比247万1千円
（2．2％）の増

　新たに観光施設整備事業により1，100万円増となっ

たほか、商店街活性化事業が171万5千円（56．9％）減。

また、観光施設維持管理事業が266万6千円（10．4％）

減となっています。

商工費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位汗円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

店舗改装費補助事業 2，400 2，400 店舗改装費補助

地万産業育成資金預託事業 9，000 0 地万産業育成資金貸付

商店街活性化事業 1，300 1，300

新潟大学及び長岡技術科学大学の学生

による町づくり研究及び作品づくり委

託

スキー場維持管理費 31，742 18，742 スキー場管理運営等委託

3

家族介護支援対策事業 1，419 582
ホームヘルパー資格取得補助及びおむ

つ支給

老人保護措置事業 20，461 4，918 老人ホーム入所費

住宅改造費補助事業 800 400
要介護老人及び身体障害者の住宅改造

費助成

在宅福祉ボランティア団体育成

事業
1，075 538 ボランティア団体運営費助成

ひとり親医療費助成事業 896 448 ひとり親家庭の医療費助成

保育所・へき地保育所運営費 26，660 8，606 認可2保育所及びへき地保育所費

児童手当 10，462 1，363 児童手当支給

主な工事費等 単位：干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

バリアフリーまちづくり事業（県
単）

7，600 800 県道松代高柳線歩道新設工事負担金

團ディサービスセンター管理事

業（ソフト事業から抜粋）（町単）
1，999 1，999 ディサービスセンター下水道接続工事

團保育所運営費（ソフト事業か

ら抜粋）（町単）
3，501 3，501 松代・室野保育園下水道接続工事

衛生費は、2億934万3干円で前年度対比2，544万4干円
（10．8％）の減

　　ごみ処理が東頸城広域組合から十目町地域衛生施

設組合に組替となることによりごみ処理及びし尿処
理全般の経費が1，296万5千円（20．O％）減となった

ほか、簡易水道特別会計への繰出金では簡水債償還
金が減となっています。

衛生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

ふるさと定住促進対策事業 1，350 1，350 出生祝金支給

老人保健事業 31，123 24，168 総合健康診査、各種ガン検診等

結核予防事業 1，447 1，447 結核予防経費

食生活改善推進事業 1，503 1，503 食生活改善晋及経費

糖尿病予防事業 342 342 糖尿病予防教室開催経費

リパビリ教室事業 398 398 リパビリ教室開催経費

予防接種事業 5，363 5，363
各種予防接種及び高齢者インフルエン

ザ予防接種経費

乳児・幼児医療費助成事業 1，145 643 乳児・幼児の医療費助成

不法投棄対策事業 1，165 1，165
ポイ捨て防止看板設置及び不法投棄箇

所防止柵設置

リサイクル推進事業 1，647 1，647 生ごみ処理機・ごみ箱購入補助等

清掃一般経費 50，316 48，743

ごみ、し尿、火葬場、最終処分場運営

に係る十日町地域衛生施設組合負担金
等

主な工事費等 単位：干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

合併処理浄化槽普及事業（補助） 6，038 3，786 7人槽6基、5人槽2基設置補助

簡易水道特別会計助成事業（町単） 63，363 63，363 簡易水道特別会計繰出

労働費は、335万8干円で前年度対比362万4千円（51．9％）

の減

　緊急地域雇用対策事業が他の費目に移行したこと

により307万8千円の皆減となっています。

労働費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

ふるさと定住促進対策事業 3，000 2，928 就労報奨金支給

口
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教育費は、3億820万1干円で前年度対比2，312万8千円
（8．1％）の増

　中学校体育館大規模改造事業が2，620万円皆増となっ

たほか、総合センター管理費が下水道接続工事費の

増などにより620万9千円（91．7％）の増。このほか社

会教育推進費がI　T推進事業198万円の皆減となった

ことや各種団体補助金が文化振興事業へ組替られた

ことなどにより516万円（68．1％）減となっています。

また、体育施設費では総合体育館の下水道接続工事

費の減などにより372万9千円（15．4％）の減となって
います。

教育費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位・千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

小学校管理費 49，605 49，266
小学校一般経費・維持管理経費・給食

経費・スクールバス維持管理経費

小学校教育振興経費 4，149 4，137 各小学校コンピーユタリース料他

チャレンジ21教育推進運動事業 888 888
小学校3校の地域の自然・文化を学ぶ
体験学習事業

中学校管理費 23，862 23，572
中学校一般経費・維持管理経費・給食

経費

中学校教育振興経費 5，589 5，571 中学校コンピーユタリース料他

語学指導経費 5，334 5，334 外国人による英語指導

チャレンジ21教育推進運動事業 276 276 中学校の進路学習、社会貢献活動事業

社会教育推進事業 2，418 2，418 各種社会教育推進経費

各種学級開設事業 1，185 975 自然教室・女性学級等開設経費

青少年研修センター管理費 9，178 2，755 青少年研修センター管理運営経費

クロカンスキー強化事業 2，787 1，787 ジュニアクロカンスキー強化費

主な工事費等 単位：干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

囲スクールバス整備事業（補助） 6，887 3，847
儀明地区29人乗りスクールバス1台更
新

小学校施設整備事業（町単） 8，303 1，303
松代小学校高圧ケーブル経年劣化取替

工事、奴奈川小学校下水道接続工事他

中学校施設整備事業（町単） 4，425 425 グランド改修工事他

團中学校体育館大規模改造事
業（町単）

26，200 800
中学校体育館大規模改造（屋根全面葺

替え、外部一部塗装修繕）

團総合センター管理費（ソフト

事業から抜粋）
6，283 283 総合センター下水道接続工事

團教員宿舎維持管理費（ソフト

事業から抜粋）
1，838 1，838 教員宿舎（のじこ寮）下水道接続工事

主な工事費等 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

観光施設維持管理事業（ソプト事

業から抜粋）（町単）
5，155 155 芝峠宿泊施設等各種修繕工事

團観光施設整備事業（県単） 11，000 640
スキー場駐車場増設（普通車66台駐車

可能）

土木費は、4億5，708万3干円で前年度対比3，069万7干

円（6．3％）の減

　国県道工事負担事業が1，245万円（31．1％）減となっ

ているほか、除雪車整備事業が1，817万4千円の皆減．

また、豊かで快適な雪国づくり推進事業が955万5千

円の皆減となっています。公共下水道事業特別会計

繰出金は1，269万6千円（10．1％）増となっています．

土木費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

除雪事業 100，187 93，937 町道等各路線除雪経費

冬期保安要員設置費 8，028 4，768 保安要員10集落配置

地すべり巡視員設置事業 1，788 234 地すべり巡視員9地区配置

克雪住宅資金貸付事業（県単） 8，561 0 克雪住宅新規貸付予定3戸

克雪住宅協調整備事業（県単） 15，400 7，700 克雪型屋根改造補助40戸

主な工事費等 単位：干円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

道路橋梁維持管理費（町単） 26，801 26，351 町道各路線維持修繕、オーバーレイ工事

道路新設改良事業（町単） 41，520 2，420 町道改良4線、舗装3線

国県道工事負担事業（県単） 27，550 16，050 国道、県道改良事業負担金

町単防雪対策事業（町単） 6，600 600
再生防雪柵、町道越菅線5基・菅刈居

村線防雪段切り

團住宅維持管理費（町単）（ソ

フト事業から抜粋）
1，120 1，120

下町住宅（10戸）、第2下町住宅A棟B
棟（各6戸）下水道繋ぎ込み工事

住宅用地整備事業（町単） 14，900 1，950 千年金鉢地区法止及び法面保護工事

團公営住宅建設事業 1，758 1，758
県住宅供給公社による公営住宅（3棟

各4戸）建設に係る付帯経費

公共下水道事業特別会計助成事
業（補助）

138，565 48，565 松代地区公共下水道整備事業繰出

消防費は、1億2，185万6千円で前年度対比589万円（4．6％）

の減

　十日町地域広域事務組合の負担金が合計で469万7
千円（3．8％）減となっています。

消防費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位・千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

常備消防費負担金 89，683 89，683 常備消防費負担金

消防団費負担金 16，801 16，801 非常備消防団費負担金

災害対策経費 1，313 1，313 災害対策経費

防災無線維持管理経費 2，069 2，069 防災無線維持管理経費

主な工事費等 単位：千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

消防施設費負担金（補助） 6，546 46 防火水槽2基設置負担金

災害復1日費は、750万円で前年度対比80万円（9．6％）

の減
　過年発生町単公共土木施設災害復旧費が80万円（10．O％）

減となっています。

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位・千円

事　　　業　　　名 事業費 一般財源 事　　業　　概　　要

過年発生町単農業用施設災害復
1日費（町単）

300 300 過年災害発生見込額計上

過年発生町単公共士木施設災害
復旧費（町単）

7，200 7，200 道路1線、河川2川他復1日
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　教育長

関谷英市郎
　
泰
役
宣

入収
橋
　
高

助
橋
　
高

　
　
　
「

役
嵩

　町　長

関谷達治

　2階事務室
　　　FAX7－2300

収入役　高橋宣泰⑫

　　　　　　　税務室

室長　米持　恒敏

室岡秀俊

⑩
　
松 沢明男

市川真規子

南雲壮一

⑳

大野保子

出納・会計・税務

保　育　園

　園長　牧野　恵子

松代保育園

　　　　E7－2178
柳みね子、山岸喜美
江、中村美穂、小島
美和子、樋口朋美、

小野島美津子

室野保育園

　　　　B8－2403
柳ふじえ、山本真友
美

犬伏保育園

　　　　忠7－2184
山岸喜美江、小堺恭
子

　　住民課

課長宮沢諄一⑰

石口松男　石口博雄

　　　⑱
　　　　1鈴木幸春

小堺月子1若井孝広
　　　⑰

　　　⑳

酒井由美子

樋口淳子

　　　総務課

武田芳夫　齋藤一良

　　　⑳
鈴木政広1田辺栄子

　　　⑯
柳　隆i柳　久
　　　⑭
佐藤一弘1池田里美

　　　⑫

防災・指名参加受付・

広報・交通及びバス・

財政・選挙事務

助役　高橋　嵩一⑪

佐藤則夫

佐藤　正

高橋　忍

　　　⑳
　　　　1高橋勝

　　　⑫
鈴木尚徳　佐藤秀行

国保・介護保険・健康づく

り・環境衛生・合併浄化槽

課長　柳　　健一⑱

窓
ロ
は
こ
ち
ら
で
す

　3階事務室

　　FAX7－2526

　議会事務局

局長　室岡　　茂

　　　⑭
　　　　春日和子

　　建設課

課長相沢　哲夫⑯

相沢幸一柳ハルエ

　　　⑳
牧田幸樹1室岡徹

　　　⑯

水道室室長馬場　利夫

　　　⑭
茂野孝蔵1関谷栄治

　　　⑬
樋・彰1佐藤和美

　　　⑬
鈴木正和市川　聡

上水道・下水道

農林課 企画振興課

課長　山賀　　茂⑮ 課長　佐藤　達夫⑭

柳　　裕

高沢

鈴木昌芳 参事　堀川　一郎 市川健司 米持敏雄 柳　利彦 柳　広美
⑰
剛
1
⑱

万羽美栄

⑳
　
菅
井 正一

　　　⑪
富沢豊1柳裕子
　　　⑫

樋・靖志1⑬
⑮

池田清人 山岸正孝

⑭

農業委員会事務局

局長　柳　善雄⑩

農地・農道・林道 農政・林務 地域振興・企画調整 企画調整・商工観光・労政

十日町地域広
域事務組合

　佐藤　徹夫

盈0257－57－2637

FAXO257－57－2285

松代町デイサービスセンター

　　　ほのぽの園内
松代町総合センター 窓7－2301　FAX7－3905

デイザービスほのぼの園内

E7－3700　aX7－3985

介護支援専門員　　介護支援専門員

※若山文子　※中村妙子

　社会福祉協議会
E7－3700　FAX7－3985

事務局長
山賀健一郎

本柳　学

在宅介護支援センター

　　B5－6017
保健婦

数井和代

社会福祉協議会業務 介護の相談

　　教育委員会

教育長　関谷英市郎⑬

　　学校教育課 生涯学習課

松代中　秋山益太郎

密7－2013　FAX7－3956

松代小　柳　和宏
E7－2012　　「AX7－3964

奴奈川小　柳　勝志
E8－2133　　「AX8－2358

孟地小　万羽洋子
E7－2172　　FAX7－2687

教育課長　佐藤　信一

　　　⑩
西方慶子　高橋祥郎

課長　小堺　定男

　　　⑪
石・丈夫1鈴木清彦

　　　⑫
柳　高浩　牧田義明

　　　　　英語指導助手
小堺玉枝
　　　　イバ・トース
　　　⑱
松寿大学事務局
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　　　　　　　　　　　　　　　　新しく1年生になった皆さんから将来何になりたいか聞いてみました。
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　大工さん
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おすし屋さん
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ゲームやさん

やなぎかずや

大工さん

　象の飼育係
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自衛隊
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せきやひろみ

ケーキ屋さん

しなだあずさ

お城みたいなお店やさん
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　　　　　やなぎたかあき
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　　　　　　すし屋さん
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　大工さん

やなぎあき

お花養さん
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ラー矧屋さん
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東京でゆうぎおうカードを売るお店屋さん

　　わかいいさむ

り
　
　
　
　

り
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トランプを使って手品をする
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お花屋さん
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みんなのぺ一ジ

・醸灘騨鱒
ギ畷一一

ほくほく線駅まつり

　3月23日と24目にまつだい
駅まつりが行われました．

今回はほくほく線開業5周

年を記念したイベントとあっ

て、北越急行による特殊工作

機械の展示も行われ、大勢の

人でにぎわいました。

また、雪割り草の展示など

もあり、一足早い春を楽しん

でいました。

　　　雪i轟罎蓋膿梨，1，染駿　イ表

　　　グランドで行われました．は

　　　スーパースタ詔レーなどだ

　　　発見鷺蝉薯欝跡れ
　　　　くくりは・佐藤文吉さんほかの

　　　磐即饗△瓢翻な手
．鑛嚢難ヵラーテレビなどの景品がに

　　　当たるとあってグランドは
　　　人の山でした．また、福俵を

世田谷ジュニアリーダーの皆さんと再会

　3月26日、世田谷から訪れ
ていたジュニアリーダーの皆

さんと当町の中・高校生50人

ほどが交流会を行いました。

交流会では、用意していたゲー

ムなどや出しものなどで世田

谷新年子ども祭り以来の再会

を楽しんでいました．

手にしたのは、永井泰さんと

佐藤和四さんでした．

　　下水道最終処理施設

　室野クリーンセンター竣工

　3月14日、農業集落排水事
業としてすすめてきた室野地

区の下水道最終処理施設が竣

工し、見学会が行われました．

施設は155戸を対象に、この春

から一部供用が開始されます．
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わ
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．
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い
　
　
　
所
を
土
木
事
務
所
に
改
称
／
昭
和
5
0

し
て
　
　
　
年
～
5
5
年
田
沢
ト
ン
ネ
ル
、
儀
明
峠

　
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
、
犬
伏
ト
ン
ネ
ル
、
薬
師

ガ
所
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
開
通
／
昭
和
5
6
年
1
1
月
現

冨
め
　
　
　
庁
舎
（
鉄
筋
2
階
建
）
に
移
転
／
平

お
、
　
　
成
8
年
城
川
ダ
ム
竣
工
／
平
成
9
年

争
務
　
　
　
3
月
ほ
く
ほ
く
線
開
通
／
平
成
1
4
年

わ
れ
　
　
　
3
月
31
日
組
織
改
正
に
よ
り
松
代
分

　
　
　
　
所
廃
止
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松代町消防団編成表

分団名 部 階　級 氏　　名

団本部

団　　長 市川　嘉吉
教育主幹 副団長 富岡　徳松
訓練部長 副団長 小堺　光夫
技術部長 副団長 瀬沼　伸彦
予防部長 分団長 村山　達也

本部分団 役　　場
副分団長 齋藤　一良
部　　長 武田　芳夫

第1分団

分団長 関谷　敏郎
副分団長 富沢　新松
副分団長 柳　　　政美

副分団長 高橋　洋一
松　　代 部　　長 相沢　貴史
小新戸 部　　長 高橋　重人
太　　平 部　　長 柳　　　賢一

管　　刈 部　　長 高橋　　　実

田　　沢 部　　長 市川　健司
池之畑 部　　長 市川　彰次
下　　山 部　　長 副分団長兼務

千　　年 部　　長 柳　　　一夫

池　　尻 部　　長 室岡　正一
会　　沢 部　　長 副分団長兼務

蓬　　平 部　　長 小堺　和久
海　　老 部　　長 中嶋　　晃

第2分団

分団長 若月　利信
副分団長 柳　　　　朗

犬　　伏 部　　長 柳　　　和徳

孟　　地 部　　長 若月　賢次
片桐山 部　　長 山岸　一大
滝　　沢 部　　長 柳　　　藤雄

中　　子 部　　長 齊木　正孝
苧　　島 部　　長 柳　　　利彦

第3分団

分団長 小堺　　国彦

副分団長 池田　　昇
田野倉 部　　長 池田　岩夫
仙　　納 部　　長 室岡　茂人
莇　　平 部　　長 高橋　武治
寺　　田 部　　長 井上　　　傑

蒲　　生 部　　長 菅井　太一
儀　　明 部　　長 小堺　　勝

第4分団

分団長 若月　　　隆

副分団長 小堺　真吾
福　　島 部　　長 西潟　弘明
室　　野 部　　長 米持　義裕
竹　　所 部　　長 五十嵐富夫

区長兼務地域兼務 小屋丸 区　　長 柳　啓一郎
清　　水 区　　長 秋山　眞治
桐　　山 区　　長 寺崎　敬一
東　　山 区　　長 山岸　益夫
名　　平 区　　長 菅井　和義
木和田原 区　　長 山岸　吉弘

奈良立 区　　長 柳　　　　武

峠 区　　長 横尾　輝一
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平
成
1
4
年
度
の
松
代
町
消
防

団
本
部
人
事
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
．

　
消
防
団
長
に
副
団
長
だ
っ
た

市
川
嘉
吉
さ
ん
（
池
之
畑
）
が

4
月
1
日
付
け
で
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　
団
長
を
勇
退
し
た
若
山
幸
市

さ
ん
は
「
団
員
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
．
今
後
も
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し

く
団
長
に
な
っ
た
市
川
さ
ん
は

「
団
員
一
人
ひ
と
り
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
任
務
を
果
た
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
団
本
部
及
び
各

分
団
は
表
の
と
お
り
で
す
。

松
代
町
消
防
団

　
団
長
に
市
川
嘉
吉
さ
ん

　　最近地震が多いですが一一

日頃の備えとして次のことに気をつけましょう。

1．まず、テーブルなどの下で身を守る

余裕がなけれぱ座布団などで頭を保護。普段

から家具などの転倒の危険防止にも備えてお

　きましょう。

2．すばやく火の始末

　あわてず、さわがず冷静に火を消します。日

頃から火元の整理整頓を忘れずに。

3．非難ロを確保しましょう。

ゆがみなどで戸が開かなくなることがありま
す。

4．火が出たらすぐに消火

初期消火のためにも消火器などの点検も大切
です。

5．狭い路地やブロック塀には近づかない
屋外にいたら学校のグランドなど広い安全な

場所に非難しましょう。



勧繕凹輝蒙
　鞠隷周暑と来漏擁鷺奪繋動離るi先i生を紹糞鞍

家蝶。

今回ぱ．転出惑職る鋸生巻紹糞彰諜載。働響

　　　　　　　　　　　　　　　　　繕

松
代
小
学
校

水
落
徹
教
頭
先
生

（
中
里
村
倉
俣
小
学
校
）

　
明
る
く
素
直
で
が
ん
ば
り
屋
の
子
供
た

ち
．
学
校
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
地
域
や

町
当
局
様
．
素
晴
ら
し
い
地
域
の
皆
様
方

の
お
陰
で
本
当
に
楽
し
い
3
年
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
の
が
ん
ば
る
姿
や
活

気
溢
れ
る
数
々
の
町
の
行
事
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
．

ド
松
代
小
学
校

　
　
　
今
井
典
子
先
生

噸
（
浦
川
原
村
下
保
倉
小
）

私
か
ら
の
応
援
歌

春
は
そ
よ
風
、
み
ん
な
に
出
会
い

夏
は
青
空
、
城
山
め
ぐ
り
新
発
見

秋
は
夕
焼
け
、
走
っ
た
り
転
ん
だ
り

冬
は
星
、
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
く
、

豊
か
な
自
然
は
、

　
心
を
育
て
、
か
ら
だ
を
つ
く
る
。

み
ん
な
、
み
ん
な

あ
り
が
と
う
．

み
な
さ
ん
、
み
な
さ
ん

お
元
気
で
．

松
代
小
学
校

　
長
瀬
智
恵
子
先
生

（
長
岡
市
川
崎
小
学
校
）

　
初
め
て
松
代
町
に
来
た
時
、
残
雪
の
多

さ
に
び
っ
く
り
。
そ
し
て
1
年
目
の
冬
。

降
り
続
け
る
雪
に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
．

や
っ
て
い
け
る
の
か
な
？
大
丈
夫
か
な
…

そ
ん
な
私
を
支
え
、
励
ま
し
て
く
れ
た
の

は
、
温
か
い
地
域
の
皆
様
や
先
生
方
、
そ

し
て
、
何
よ
り
素
直
で
元
気
な
子
ど
も
た

ち
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
ふ
き
の
と
う

を
見
つ
け
た
喜
び
は
、
い
い
思
い
出
で
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
奴
奈
川
小
学
校

　∞

欝
　
森
　
龍
憲
教
頭
先
生

　
　
（
新
潟
市
笹
口
小
学
校
）

　
昼
休
み
、
「
先
生
、
遊
ぼ
う
よ
！
」
よ
く

あ
っ
た
シ
ー
ン
で
す
。
そ
ん
な
子
供
た
ち

と
楽
し
く
過
ご
し
た
3
年
問
で
し
た
．
ま

た
、
子
供
の
健
全
育
成
に
情
熱
を
注
が
れ

る
地
域
教
育
力
に
は
、
感
心
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
．
学
校
の
施
設
整

備
面
で
も
大
変
充
実
し
て
お
り
、
町
行
政

の
姿
勢
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
皆
様
と
大
好
き
だ
っ
た
子
供
た
ち

に
感
謝
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
．

奴
奈
川
小
学
校

　
八
木
美
帆
先
生

　
　
　
　
　
（
退
職
）

　
奴
奈
川
小
学
校
に
来
て
か
ら
あ
っ
と
い

う
問
に
7
ヶ
月
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
奴
奈
川
っ
子
は
、
素
直
で
明
る
く
、
笑

顔
が
と
っ
て
も
素
敵
で
し
た
。
毎
日
、
た

く
さ
ん
笑
っ
て
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
．

　
冬
の
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
で
は
、
子
供
た

ち
の
滑
り
方
を
ま
ね
し
て
、
滑
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思

い
出
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
麓
孟
地
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
若
山
知
信
教
頭
先
生

　
心
を
洗
う
「
ブ
ナ
の
若
葉
」
で
松
代
の

生
活
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
2
年
目
、
3

年
目
を
迎
え
て
も
、
そ
の
み
ず
み
ず
し
さ

は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
伊
沢
の
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
若
葉
の

よ
う
に
い
つ
も
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
の
子

ど
も
た
ち
が
、
き
び
し
さ
を
乗
り
越
え
て
、

大
き
な
実
り
を
迎
え
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
．

孟
地
小
学
校

　
明
間
則
子
先
生

（
新
潟
市
中
野
山
小
学
校
）

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
冬
、
下
越
出
身
の
私
に
と
っ
て
雪
の
量

に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
春
、
山

全
体
が
若
緑
色
に
染
ま
る
5
月
は
、
私
に

と
っ
て
大
好
き
な
季
節
で
し
た
．

　
ま
た
、
社
会
科
副
読
本
の
仕
事
を
通
し

て
、
町
の
人
が
「
松
代
」
に
か
け
る
思
い

と
期
待
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

　
こ
の
町
の
確
か
で
力
強
い
鼓
動
を
、
遠

く
下
越
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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松
代
中
学
校

　
小
林
辰
男
先
生

（
妙
高
高
原
町
妙
高
中
学
校
）

　
松
代
の
子
ど
も
た
ち
の
お
か
げ
で
全
国

様
々
な
地
域
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
．
松
代
の
地
域
の
方
々
お
か
げ
で
、

わ
が
子
も
ス
ク
ス
ク
成
長
し
ま
し
た
。

　
6
年
問
と
い
う
期
間
、
自
然
豊
か
で
、

人
情
豊
か
な
松
代
に
生
活
で
き
、
感
謝
あ

る
の
み
で
す
．

　
こ
の
地
で
学
ん
だ
こ
と
を
次
の
赴
任
地

で
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
恩
返
し
と
考
え

て
い
ま
す
．

松
代
中
学
校

観
　
森
田
謙
司
先
生

璽
　
（
県
立
上
越
養
護
学
校
）

　
3
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
自
主
性
が
あ
り
、
優
し
い
心
の

持
ち
主
が
多
い
子
ど
も
達
や
人
情
味
あ
ふ

れ
る
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
、
充
実
し
た
や
り
が
い
の
あ
る
毎
日
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
松
代
町
か
ら
得
た
こ
と
を
心
の
糧
と
し

て
今
後
の
教
育
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

灘轟V藪㎜■
彗

矯
撚
卯

「
O
　

松
代
の
自
然

オ
シ
ド
リ

　　　　　　　纏

　　　　　難　　　　燃
　壁　甑護

～）

　
平
成
1
4
年
3
月
6
日
に
蓬
平
の
『
き
ち
え
ん
』

家
の
小
堺
正
司
さ
ん
か
ら
お
電
話
で
、
謎
の
鳥

を
発
見
し
た
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。
内

容
を
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
カ
ラ
ス
に
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
と
て
も
奇
麗
な
鳥
で
、
保
護
し

た
が
何
と
い
う
鳥
な
の
か
？
　
と
い
う
の
で
す
。

オ
シ
ド
リ
の
オ
ス
の
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
し

た
が
雪
の
中
で
遠
方
な
の
で
行
く
わ
け
に
も
い

き
ま
せ
ん
．
そ
こ
で
、
松
代
の
鳥
博
士
の
関
谷

八
郎
氏
に
連
絡
し
て
み
て
く
れ
と
お
返
事
し
ま

し
た
。
あ
と
か
ら
関
谷
さ
ん
か
ら
電
話
が
入
り
、

行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
オ
シ
ド
リ
の
オ

ス
で
華
麗
な
羽
根
を
し
て
い
た
が
、
撮
影
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
最
後
の
カ
を
振
り
絞
っ
て
立
ち

上
が
ろ
う
と
し
た
が
、
力
尽
き
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
、
と
の
こ
と
で
、
一
応
撮
影
は
成
功
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
あ
と
で
そ
の
ビ
デ
オ
写
真
か
ら
作
成
し
た
も

の
が
送
ら
れ
て
き
た
の
が
こ
の
写
真
で
す
．

　
オ
シ
ド
リ
は
、
松
代
町
で
は
め
っ
た
に
見
ら

れ
な
い
水
鳥
で
す
が
、
た
ま
た
ま
蓬
平
の
池
で

水
面
が
露
出
し
て
い
る
所
に
舞
い
込
ん
だ
の
を

カ
ラ
ス
に
発
見
さ
れ
て
い
じ
め
ら
れ
、
逃
げ
惑
っ

て
い
る
の
を
小
堺
さ
ん
た
ち
に
保
護
さ
れ
た
の

で
し
た
が
、
す
で
に
く
ち
ば
し
で
打
撲
を
受
け

て
重
傷
ら
し
く
、
関
谷
さ
ん
が
駆
け
つ
け
た
直

後
に
相
果
て
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。

　
私
も
室
野
の
『
出
会
い
の
淵
』
と
い
う
渋
海

川
と
濁
川
の
合
流
地
点
の
水
量
の
多
い
淵
で
数

羽
の
群
れ
が
泳
い
で
い
る
の
を
見
た
程
度
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
俗
に
「
鴛
鴛
（
え
ん
お
う
）

の
契
り
」
と
い
っ
て
仲
の
良
い
夫
婦
の
こ
と
を

言
い
ま
す
が
、
オ
シ
ド
リ
の
夫
婦
の
こ
と
で
、

仲
の
よ
い
象
徴
な
の
で
す
。

　
オ
シ
ド
リ
は
ガ
ン
カ
モ
科
の
留
鳥
で
す
か
ら

日
本
中
に
い
る
の
で
す
が
、
環
境
庁
で
「
希
少

種
」
に
指
定
し
て
い
る
ぐ
ら
い
数
が
少
な
い
の

で
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
の
で
す
。
巣
は
木
の

洞
穴
に
造
る
と
い
う
変
わ
り
者
な
の
で
す
．
そ

の
生
態
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
死
ん
だ
鳥
を
剥

製
に
す
る
人
も
い
な
く
な
っ
た
の
で
木
の
根
元

に
葬
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
・
高
橋
八
十
八
）
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　　　り

㎜
　
　
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
に
参
加
し
て

●

鵜ノ，、

谷
　
ヨ
・
ソ
子

　
中
野
区
在
住

　
　
　
（
峠
・
赤
坂
）

　
第
1
5
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の

陣
は
3
月
9
日
、
m
日
の
2
日

間
、
す
ば
ら
し
い
晴
天
の
中
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
は
東

京
松
代
会
の
会
員
6
0
名
も
参
加

し
て
実
行
委
員
長
の
挨
拶
で
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
食
い
倒
れ
横

丁
で
は
、
「
来
た
が
え
」
「
達
者

だ
っ
け
か
え
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
な
ん
と
温
か
い
挨
拶
だ
ろ

う
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

夜
は
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
装
を
つ
け

た
武
将
の
入
場
の
あ
と
、
関
谷

町
長
、
石
野
町
議
会
議
長
、
そ

し
て
小
野
正
志
世
田
谷
区
教
育

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
群
馬
か
ら

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
皆
様
の
出

陣
の
儀
、
そ
し
て
待
望
の
福
餅

が
ま
か
れ
、
大
盛
況
で
し
た
．

続
い
て
、
み
こ
し
の
入
場
。
裸

み
こ
し
あ
り
、
き
つ
ね
の
嫁
入

り
あ
り
、
可
愛
ら
し
く
成
長
さ

れ
た
愛
子
様
み
こ
し
あ
り
と
、

み
ん
な
手
作
り
の
す
ば
ら
し
い

も
の
で
し
た
。

　
最
後
は
花
火
で
す
。
冬
の
夜

空
に
色
あ
ざ
や
か
に
美
し
く
上

が
り
ま
し
た
。
「
わ
あ
ー
、
き
れ

い
」
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
二
目
目
は
、
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
で
す
。

花
火
の
合
図
で
男
女
四
百
人
が

出
場
。
戦
士
は
障
害
物
を
飛
び

越
え
て
、
松
代
城
を
目
指
し
て

走
り
ま
す
．
．
2
2
分
ほ
ど
の
タ
イ

ム
で
3
キ
。
を
駆
け
上
が
っ
た
一

位
の
戦
士
が
ゴ
ー
ル
を
す
る
と

花
火
が
上
が
り
、
新
城
主
の
誕

生
で
す
．

　
四
十
数
年
前
は
雪
も
多
く
暗

く
て
長
い
半
年
で
し
た
が
、
今

は
違
い
ま
す
．
．
と
て
も
楽
し
い

二
日
間
で
し
た
。
ま
だ
参
加
し

て
い
な
い
皆
様
、
来
年
は
是
非

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
冬
の
松
代
も
い
い
も
ん
で
す
よ
。

　
◆
下
山
△
写

　
　
　
　
　
　
ふ
る
　
　
　

り
目
程
6
月
－
目
～
2
目
（
土
～

よ
目
）
連
絡
先
会
長
宮
澤
欣
二
（
皿

だ
0
3
，
3
6
3
0
－
2
4
3
5
）

京
◆
竹
所
会

東
目
時
6
月
2
日
（
日
）
n
時

会
場
新
潟
県
人
会
館

連
絡
先
代
表
武
田
勇
（
皿
0
4

5
－
3
3
1
－
3
6
9
2
）

◆
山
平
会
総
会
・
懇
親
会

日
時
6
月
2
目
（
日
）
n
時

会
場
か
ん
ぽ
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
東

京
　
連
絡
先
会
長
井
上
正
美
（
皿

0
4
4
－
8
7
7
－
9
6
1
1
）

◆
よ
も
ぎ
△
広

日
時
6
月
1
6
目
（
日
）
1
2
時

会
場
上
野
・
吉
池

連
絡
先
代
表
幹
事
若
井
謙
一
（
皿

0
3
－
3
7
1
8
－
1
0
2
1
）

各
地
区
の
会
員
さ
ん
、
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

慎
ん
で
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

小
堺
　
勇
氏
（
東
京
松
代
会

相
談
役
元
財
務
副
委
員
長
）

3
月
1
6
日
、
病
気
の
た
め
死

去
さ
れ
ま
し
た
。
7
7
歳
．

鈴
木
茂
雄
氏
（
東
京
松
代
会

副
会
長
・
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会

幹
事
）
3
月
2
5
日
、
病
気
の

た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
6
7

歳
．
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3
月
9
日
と
1
0
日
に
行
わ
れ
た
第
1
5
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
過
去
最
高
の

2
5
、
O
O
O
人
余
り
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
の
っ
と
れ
！
　
松
代
城
を
は
じ
め
、
各
種
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
っ
と
れ
！
松
代
城
結
果

（
戦
士
総
数
四
〇
二
名
、
当
日
完
走
者
三
四
〇
名
）

優
　
勝

準
優
勝

109876543
位位位位位位位位

援
軍
大
将

女
性
の
部

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

4
　
位

5
　
位

宮
沢
健
二
（
松
代
町
下
山
）

村
山
　
亮
（
松
之
山
町
湯
本
）

柳
和
宏
（
十
日
町
市
）

若
井
一
樹
（
津
南
町
）

冨
田
貴
俊
（
三
重
県
四
目
市
）

山
崎
　
誠
（
柏
崎
市
）

大
関
義
幸
（
豊
栄
市
）

佐
藤
昭
則
（
十
日
町
市
）

宮
沢
　
充
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

堀
内
丈
志
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）

冨
田
貴
俊
（
三
重
県
四
日
市
）

水
野
美
咲
（
十
目
町
市
）

小
嶋
玲
子
（
松
代
町
犬
伏
）

高
橋
愛
子
（
長
岡
市
）

小
林
美
久
（
津
南
町
）

川
口
孝
子
（
新
潟
市
）

運
力
の
部
（
ハ
ワ
イ
旅
行
当
選
者
）

遠
島
の
刑

中
島
光
広
（
東
京
都
足
立
区
）

マ
ル
タ
ン
・
ベ
ル
デ
ィ
エ
（
東
京
都
港
区
）

見
城
昌
美
（
群
馬
県
沼
田
市
）

小
林
慶
雄
（
松
之
山
町
）

菅
井
一
之
（
上
越
市
）

甑’べ鰯甜，

　
　
　
門
穫
鑑
　
2
　
　
　
卍
　
榔

　
　
　
　
櫓

　
　
　
　
一
嶺
　
－
．

出
陣
蕎
麦
相
撲

　
　
　
　
（
出
場
者
一
二
十
名
）

東
横
綱

西
横
綱

東
大
関

西
大
関

東
関
脇

西
関
脇

東
小
結

西
小
結

武
田
昌
子
（
大
島
村
）

武
田
明
則
（
大
島
村
）

渋
谷
雅
裕
（
群
馬
県
）

小
浦
良
文
八
王
子
市
）

栗
原
良
郎
（
世
田
谷
区
）

池
田
善
蔵
（
十
日
町
市
）

田
村
栄
蔵
（
＋
日
町
市
）

米
持
英
雄
（
松
代
町
）

　
㈹
新
潟
県
建
設
業
協
会
安
塚
支
部

　動
東
京
松
代
会

不順
関
谷
徳
次
郎

　

・
加
藤
　
榮
孝

た
し
片
山
徳
重

ま
世
田
谷
区
教
育
委
員
会

ヤし
自
治
労
八
王
子
市
職
員
組
合

ざご
十
日
町
農
業
協
同
組
合

う
高
橋
組
㈱

とが
㈲
岡
村
自
動
車
整
備
工
場

り
㈱
日
さ
く
上
越
営
業
所

あカ
パ
ル
設
計
㈲

協
㈱
ナ
カ
ノ
ア
イ
シ
ス
テ
ム

ご
一
㈱
日
本
除
雪
機
製
作
所

介
㈱
新
潟
デ
ッ
ク

紹
信
越
ペ
プ
シ
コ
⊥
フ
㈱

ご
加
賀
田
武
江
特
定
共
同
企
業
体

体
北
越
急
行
㈱

団賛
㈱
カ
ワ
ザ
キ
マ
シ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ

協
㈱
電
算

雪上みこし活き1生き！合戦

　　　　　　（出場8チーム）

総合優勝

　千年しよね会

手づくり部門賞

　孟地新ちゃんファミリー

活き！生き！部門賞
　犬伏ビンビンみこし

特別賞

　高柳ゆめおいびと

準特別賞

　千年子ども会

準特別賞

　田野倉明目葉会

準特別賞

　田野倉みこしかつぎ隊

参加賞

　こへび隊

大
和
電
建
㈱

一
一
一
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

J
A
」
日
本
航
空
株
式
会
社

松
代
町
観
光
協
会廊

騨
多

ツ《こ

愉、
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錆歴固幽地の叢術祭

の轟

●●

“轟

　
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
、
平
成
1
4
年
度
の
事

業
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
住
民
と

の
協
働
に
よ
る
ア
ー
ト
作
品
づ
く
り
が
一
部
で
進
め
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
目
標
は
、

　
1
、
住
民
参
加
機
会
の
積
極
的
な
創
出

　
2
、
国
際
的
な
展
開
を
含
め
た
広
報
誘
致
活
動
の
充
実

　
3
、
会
期
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
た
め
の
準
備
を
中

　
　
心
に
し
た
活
動
の
展
開

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
地
域
推
進
組
織
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
カ
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
作
品
が
出
現
し
ま
す

　
1
3
年
度
に
引
き
続
き
、
作
家
が
越
後
妻
有
で
作
品
制

作
活
動
や
作
品
の
構
想
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
越

後
妻
有
の
あ
ち
こ
ち
で
、
作
家
と
出
会
う
機
会
が
増
え

ま
す
．
作
品
づ
く
り
に
当
っ
て
は
、
集
落
と
の
話
し
合

い
や
地
元
で
の
協
働
作
業
を
中
心
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す

　
地
元
住
民
が
、
よ
り
作
品
づ
く
り
に
か
か
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
作
品
づ
く
り
の
作
業
や
作
家
と
の
交

流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
．
作
家
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
作
品
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

協
賛
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
大
地
の
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
行
う
協
賛
イ
ベ
ン
ト
が
大
切

で
す
。
第
2
回
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
協
賛
イ
ベ
ン

ト
に
助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
地
域
か
ら
も
、
地
域
に
関
連
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
．

運
営
に
加
わ
ろ
う
！

　
第
2
回
の
大
地
の
芸
術
祭
を
、
よ
り
効
率
的
に
運
営

し
て
い
く
た
め
に
、
各
市
町
村
推
進
組
織
と
広
報
部
等

の
専
門
各
部
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
．
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
1
4
年
度
の
大
地
の
芸
術
祭
の
事
業
計
画
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
計
画
で
は
、
来
年
の
開
催
に
向
け
た
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
や
作
品
の
公
募
な
ど
で
大
地
の
芸
術
祭
を

P
R
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
祭
に
関
連
し
た
商

品
の
開
発
や
開
催
時
の
交
通
機
関
の
整
備
な
ど
、
受
け

入
れ
の
準
備
を
す
す
め
ま
す
。

越
後
妻
有
の
空
に
花
が
舞
い
ま
す

　
1
4
年
度
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
話
題
性
が
あ
り
、
圏
域

の
外
か
ら
も
多
く
の
観
客
が
訪
れ
る
規
模
で
実
施
し
ま

す
．
具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、
世
界
的
に
著
名
な
い

け
ば
な
作
家
の
中
川
幸
夫
さ
ん
の
花
を
使
っ
た
大
規
模

な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

映
像
作
品
を
公
募
し
ま
す

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
公
募
を
実
施
し
ま
す
。
国
際
的

な
発
信
を
意
図
し
て
、
映
像
作
品
の
公
募
を
行
い
ま
す
。
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入
選
作
品
は
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
会
期
中
に
圏
域

全
体
で
作
品
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
ま
す
．

よ
り
多
く
の
情
報
発
信
を
し
ま
す

　
海
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
強
化
し
、
ロ
コ
ミ
の
裾

野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
美
術
以
外
の
分
野
に
対

し
て
も
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
．

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
共
通
パ
ス
を
制
作
し
、

そ
れ
ら
を
協
働
す
る
人
や
美
術
関
係
者
、
観
光
業
者
な

ど
に
配
付
し
、
周
知
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
デ
ザ
イ
ン
や
更
新
頻
度
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
．

そ
し
て
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
作
品
制
作
や
ス
テ
ー
ジ
整

備
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
ツ
ア
ー
を
計
画
し
、
誘
客
活

動
に
つ
と
め
ま
す
。

受
け
入
れ
準
備
を
す
す
め
ま
す

　
共
通
パ
ス
券
や
商
品
の
開
発
に
着
手
し
ま
す
．
ま
た
、

観
客
が
効
率
的
に
芸
術
祭
を
楽
し
め
る
よ
う
な
交
通
シ

ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
．

こ
へ
び
隊
へ
の
支
援

　
こ
へ
び
隊
再
結
成
の
組
織
化
を
支
援
し
て
い
く
た
め

に
、
必
要
な
活
動
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
．

中川幸夫氏の作品「花坊主」

カーネーション900本の花びらをガラス器

に閉じ込めた作品。1973年◎牧直視

環
塾
陛
蘇
．
の
育
で
鰐
測
だ
，
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
し
　
ま
い

　
種
も
み
・
ご
下
賜
米
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
ー
撚
繰
鯖
撲
馳
隊
瞭
境
業
繋
翻
雛
ー
溺
鐵
脚
『

　
昨
年
秋
に
天
皇
陛
下
が
皇
居
内
の
水
田
で
収
穫
を
さ
れ
た
ご
下
賜
米
を
こ

の
ほ
ど
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
（
事
務
局
　
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
）
が
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伝
達
式
は
、
3
月
1
日
、
宮
内
庁

に
お
い
て
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
行
委
員
長
・
滝
沢
信
一
十
日
町
市
長
が
受
け

　
　
　
　
　
　
　
か
　
し
ま
い

取
り
ま
し
た
。
ご
下
賜
米
か
ら
育
て
ら
れ
た
苗
は
、
5
月
1
2
日
、
「
田
植
え

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
先
立
ち
、
当
町
の
“
大
地
の
芸
術
祭
”
会
場
内
の
水

田
の
一
角
で
田
植
え
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
中
里
村
の
ミ
オ
ン

中
里
周
辺
の
水
田
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
予
定

さ
れ
、
十
日
町
圏
域
6
市
町
村
の
子
ど
も
た
ち
は
じ
め
地
域
の
住
民
と
各
国

大
使
館
関
係
者
と
が
田
植
え
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
犠

　
高
円
宮
窟
仁
殿
下
の
提
唱
で
は
じ
め
ら
れ
た
地
球
環

境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
年
で
4
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
催
し
は
、
稲
作
を
通
し
て
そ
の
根
底
に
あ
る
「
と
も

に
生
き
る
」
こ
と
を
体
験
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
．

催
し
は
、
5
月
1
1
日
出
～
5
月
1
2
日
㈲
「
田
植
え
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
皮
切
り
に
、
8
月
に
「
と
ん
ぼ
田
ん

ぼ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
9
月
に
「
稲
刈
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
、
そ
し
て
1
2
月
に
次
年
度
開
催
地
へ
の
「
種
籾
引
渡

し
式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
さ
れ
た
米
は
、

食
料
の
不
足
す
る
国
へ
玄
米
粉
に
加
工
さ
れ
、
贈
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
圏
域
6
市
町
村
で
は
、
こ
う
し
た
年
間
を
通

し
て
の
交
流
で
、
当
地
域
の
農
業
や
生
活
、
そ
し
て
文

化
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

　
な
お
、
中
里
村
を
会
場
に
行
う
5
月
1
2
日
㈹
の
「
田

植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
は
一
般
の
参
加
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画
振

興
課
（
皿
0
2
5
5
1
5
7
1
2
6
3
7
）
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－
一
一
一
一

投票開始は全投票区午前7時からです

第
2
投
票
区

蓬
平
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

蓬
　
平

第
3
投
票
区

松
代
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
i

清
水
・
会
沢

第
4
投
票
区

桐
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

桐
　
山

第
5
投
票
区

池
尻
多
目
的
集
会
施
設

池
　
尻

第
6
投
票
区

池
之
畑
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

池
之
畑

第
7
投
票
区

下
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

下
　
山

第
8
投
票
区

海
老
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

海
老
・
東
山

第
9
投
票
区

孟
地
多
目
的
集
会
施
設

孟
　
地

第
1
0
投
票
区

滝
沢
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

片
桐
山
・
滝
沢

第
1
1
投
票
区

田
野
倉
多
目
的
集
会
施
設

田
野
倉
・
仙
納

第
1
2
投
票
区

蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

名
平
・
蒲
生

第
1
3
投
票
区

へ
き
地
保
健
福
祉
館

儀
　
明

第
1
4
投
票
区

寺
田
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

寺
　
田

第
1
5
投
票
区

莇
平
地
区
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
i

莇
　
平

第
1
6
投
票
区

竹
所
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

竹
　
所

第
1
8
投
票
区

福
島
多
目
的
集
会
施
設

福
　
島

第
1
9
投
票
区

松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

室
野
・
奈
良
立

第
2
0
投
票
区

木
和
田
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

木
和
田
原

第
Z
投
票
区

峠
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

峠

第
2
2
投
票
区

千
年
活
性
化
セ
ン
タ
ー

千
　
年

第
2
3
投
票
区

苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
f

苧
島
・
中
子

第
2
4
投
票
区

犬
伏
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

犬
　
伏

第
1
投
票
区

松
代
活
性
化
セ
ン
タ
ー

松
代
・
小
屋
丸

第
1
7
投
票
区

松
代
町
総
合
体
育
館

松
代
新
田
組

小
荒
戸
・
太
平

菅
刈
・
田
沢

51班の皆様へお知らせ……一一・・・……・…・………．大字松代隣組50班、

投票区が変わりましたので今回の選挙から投票所が

松代町総合体育館となります．

入場券等ご確認のうえ、お間違えのないようご注意願います。
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○　　○

　さ

一
一
昌
囮
’

、

【】投票できる人は

　投票目当日、年齢が20歳以上（昭和57年4月29目

以前に生まれた人）で、平成14年1月10日以前から

松代町に住民登録され、選挙人名簿に登録されてい

る方が投票できます。

【】開票は即目開票

　開票は即日開票で、午後8時30分から役場4階第

1会議室で行います．

《開票の様子を見たいかたは》

　当日、午後8時30分までに役場においでください．

開票参観人は、選挙人名簿に登録されている人に限

ります．また、お酒を飲んでいたり、開票管理者の

指示に従わない人は、開票会場には入れません。

【】投票を無効にしないために

　せっかく投票したのに、あなたの貴重な一票がむ

だになってしまったのでは、何’もなりません．候補

者の氏名はきちんと書きましょう．

《無効投票の例》

〉候補者の氏名を複数書いたもの

》候補者の氏名のほかに余計なものを書いたもの

1〉白紙で投票されたもの

◎今回の選挙についてわからないことがありま

したら、お気軽に町選挙管理委員会（役場内）

へお尋ねください。

1〉町選挙管理委員会（役場内）盈7－2220

【】特別な投票の仕方があります

《不在者投票》

　投票当日に、仕事などで投票に行けないかたは、

不在者投票ができます．入場券を持って、町役場に

おいでください。印鑑は必要ありません。

》期間…4月11目休）～4月27目（±／

》時間…午前8時30分～午後8時

》場所…役場1階保健室

※指定病院（県立松代病院など）や、指定老人ホー

ム（ほくほくの里など）に入院、入所している人は、

各施設でも不在者投票ができます．病院長、施設長

にお申し出ください。

《郵便による不在者投票》

　身体の不自由な人で、「郵便投票証明書」をお持ち

のかたは、郵便による不在者投票ができます。

　この郵便による不在者投票の投票用紙などの請求

は、4月24日㈱までです．お早めに町選挙管理委員

会まで「郵便投票証明書」を提示し、請求してくだ

さい。

※証明書の交付を受けていない人・証明書の有効期

限が過ぎている人は、至急証明書の交付の手続きを

してください。

　なお、郵便投票証明書交付の要件は、身体障害者

手帳などの交付を受けていて、障害の程度がおおむ

ね次のように記載されている人に限ります。

【障害の例】

・両下肢、体幹、移動機能の障害

　（身体障害者手帳1級もしくは2級の人）

・心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の

　障害（身体障害者手帳1級もしくは3級の人）

《代理投票》

　字を書くことができないかたや、身体に障害を持

つかたのために、「代理投票」という制度があります。

投票所の係員に申し出れば、補助員から代筆しても

らえます。

※投票の秘密は固く守られますので、安心して申し

出てください。
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　　　　　　　　　　　　ゆ
ご利用ください　　　　　　　　i
　　教育相談員による教育相談i

　　　　　　　　　　　　や松代町教育委員会では、不登校やい1

じめなどの悩みごとの相談をお受けし1

　　　　　　　　　　　　ゆています。相談には、教育委員会が委嘱1

した教育相談員が相談に応じています．1

　　　　　　　　　　　　や相談の秘密は守られますので一人で1

悩まず、気軽に電話などでご相談くだ1

　　　　　　　　　　　　やさい。　　　　　　　　　　睾
　　　　　　　　　　　　全
教育相談員　　　　　　　　1
樋口八重美（TEL7－2065）松代　ひろせや1

　　　　　　　　　　　　全齋藤充代（TEL7－2835）太平　さいとう　1

　　　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　　　　　　ヴ教育行政相談窓ロを開設しました　1

　　　　　　　　　　　　◆町の教育行政に関する意見や要望をお1

受けする行政相談窓口を開設しました1

　　　　　　　　　　　　ゆので、ご利用ください。　　　　　　　1

相談窓口　松代町教育委員会学校教育1

　　　　　　　　　　　　で課（松代町総合センター内　TEL7－2301）1

　　　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　　　　　　◆
成人式は5月3日です！　　　1
　　　　　　　　　　　　全
　　　　　　　　　　　　‘受付10：00式典10：30～会場総合センター1

対象　昭和56生4月2日～昭和57生41

鉛
筆
の
芯
尖
ら
せ
る
春

号
砲
は
出
発
後
僅
か
二
十
二
分

奪
還
久
し
町
民
城
主

　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

雪
の
面
の
ク
レ
タ
ー
な
し
と
け

ゆ
か
ん
春
の
光
に
薄
汚
れ
つ
つ

ニ
メ
ー
ト
ル
余
の
雪
あ
れ
ど
三

月
の
薄
青
き
空
窓
越
し
に
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

奪号涙残忘
還砲すされ

　
短
　
歌

血
糖
値
測
る
手
だ
て
も
板
に
つ

き
入
院
後
は
や
三
週
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

忘
れ
た
く
も
敢
え
て
こ
の
世
に

残
さ
ん
と
頼
病
患
者
の
手
記
に

　
し
ぶ
み
俳
句
会

有
明
の
月
森
陰
に
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

愛
ら
し
や
雛
の
歌
を
五
番
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

奥
越
後
行
き
つ
戻
り
つ
春
立
ち

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

朝
食
の
三
十
人
や
雛
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

受
け
継
ぎ
し
祖
母
の
手
作
り
雛

飾
る
　
　
　
　
　
　
と
し
子

春
塵
や
羽
目
板
も
る
る
陽
ざ
し

に
も
　
　
　
　
　
　
枯
水

玄
関
に
並
び
し
靴
に
春
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

冬
帽
を
あ
み
だ
に
妻
は
湯
治
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

月1日生まれた人問い合わせ生涯1龍灯月
　　　　　　　　　　　　全学習課（TEL7－2301）　　　　　　　　i峰　　日

県
境
は
山
並
遠
き
朝
霞

薯気蕗炬人様娘雪枝な消り春
種な味燵も
のし噌
屈
き
て
畑
を
見

や
ま
だ
子
の
許

来
ず
ひ
と
り
く
つ

蒲
生
句
会

一
番
ご
っ
そ
り
雪
を

雪
剤
撒
い
て
波
打
つ

打
ち
の
こ
だ
ま
返
る

は
嫁
ぎ
さ
み
し
く
並

朴て耕へ翔ろ山ぶ折や耕棚鐵奪

　回ゆぐお春田い雪る山く山春路雛人の人か堂け

編集室

今回は、この春から小学校に入学する児童を載せました。それぞれが夢をはぐくみながら、

夏の雲のようにおおらかに育ってほしいものです。さて、広報を担当して3年が過ぎました。

そして、この春異動となり、今回、最後の広報をお届けします。広報を担当していたときは、

取材で休みに家を空けるとき、自閉症の息子が“お父さん、仕事…”と送り出してくれるのが

ちょっとつらかったでした。（でも、ただの飲み会だったりしたときもありましたが）そんな中、

皆さんからいただく励ましやお叱りのお便りはありがたかったでした。さて、世の中、“癒し系”

のあとは、“励まし系”が今後の主流とか。そんな意味でも、今度の広報担当には励まされるこ

としきりです。異動前から写真撮影につきあってくれたりと、今月号においてもすでに実力を

披露してくれています。今後も、広報まつだいに皆さんの“ご声援”をお願いします。

人ロの動き
男　　2，086人　　（一19人）

女2，192人（一15人）
計4，278人（一34人）
世帯数　1，472世帯（一6世帯）

出生　3人　　死亡　9人
転入　14人　　転出　42人

　　（14年3月末日現在）

同
］
圏
⇔
團
回

　
　
（
3
月
1
日
～
3
月
31
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
佳
）

　
　
　
　
い

小
島
　
　
優
潔
・
昭
炎
・
美
灘
争
藩

　
　
　
　
騰
松
代
・
釜
田
住
宅
）

　
　
　
　
　
み

小
野
島
怜
美
藷
炭
美
・
萌
美
講

　
　
　
　
（
松
代
・
に
ま
い
だ
）

　
　
　
か
ず
あ
き

藤
口
　
湘
明
鍵
知
之
・
智
佳
子
講

　
　
　
　
（
松
代
・
ぶ
ん
ぱ
ち
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

牧
野
　
正
人
さ
ん
　
　
　
雛
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
ま
き
の
）

五
十
嵐
チ
ョ
子
さ
ん
　
　
　
鴇
歳

（
松
代
・
ま
つ
だ
い
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
）

仲
村
　
竹
吉
さ
ん
　
　
　
　
㏄
歳

　
　
（
儀
明
・
さ
ぶ
ろ
う
え
ん
）

市
川
子
之
吉
さ
ん
　
　
　
　
雛
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
さ
く
え
ん
）

小
堺
　
マ
ツ
さ
ん
　
　
　
総
歳

　
　
　
　
　
（
儀
明
・
な
が
た
）

田
邊
庄
三
ん
　
　
組
歳

　
　
　
　
（
寺
田
・
や
ま
だ
や
）

五
十
嵐
ト
ラ
さ
ん
　
　
　
94
歳

　
　
　
　
（
会
沢
・
ご
ん
ね
ん
）

若
井
興
左
工
門
　
　
　
　
裕
歳

　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
よ
ぜ
ん
）
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町の行事予定（4・5月） お知ぢ瞳』

盤 穀雨 県立松代病院の診療について
診療の受付時間　午前は8：30～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・繋
　　　　　　午後は1時～4時までです．

救急患者　休日・夜間は当直医がいますので受付までご

　　　　　　連絡ください　　　　　　　　　　　　　　　犠
問い合わせ　県立松代病院受付（TEL7－2100　蹴7－3909）　　院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁
4月1日からの診療一覧表　　　　　　　　　○診察　一休診

診
療
受
付
時
間
に
つ
い
て

懸灘 消防団幹部校外講習　十日町総体他　役場7二〇〇集合

22（月）

23（火） 乳がん・婦人科検診　総合体育館　12＝30～

24（水）

25休） すくすく教室松代活性化センター　9二〇〇～ 診療科 時　間 月 火 水 木 金

26團

内　　科
午前8：30～ ○ ○ ○ ○ ○

相田みつを展　ふるさと会館　10100～（5月8日ま
で）

狂犬病予防接種　町内5会場

午後1：30～ ○ 一 ○ 一 一

整形外科
午前9：00～ 一 一 一 ○ 一

蟹㈱

松寿大学15周年記念式典及び記念講演　総合センター　9：00～

郷土資料館開館

八王子市職交流事業交流五周年記念植樹1菅刈分校

午後1：30～ ○ 一 一 一 一

眼　　科
午前 一 一 一 一 一

午後1：30～ 一 『 ○ 一 ｝

鰹麟
参議院議員補欠選挙投票日

八王子市職交流事業（三多摩メーデーイベント参加）二

八王子市

泌尿器科
午前 一 一 一 『 一

午後1：30～ 一 一 一 隔週○ 一

心療内科
午前9：00～ 一 一 隔週○ ｝ 一

午後 一 一 一 一 一

㈱灘
新潟21世紀記念事業　新潟2001年宇宙の旅

みどりの日

難擁成講醸欝標額撫盤料癖顎糖て

　農地の貸し借り・売買及び農地転用は農業委員会に届け出が必
要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10アール当り）

30（火） 町教育振興会総会　総合センター　13＝00～

晃／休）

山火事予防運動（5月7日まで）

2休）
春季オープンゲートボール大会　総合グランド　9＝

00～

3囲

憲法記念日

新緑と山菜採り体験の休日（5月4日まで）（問）や

．Sミこざきの会　7－2118

農地区分 標準小作料 備　　　考
田の部 1級地19，000円 圃場整備完了（国県の補助金を受けて実施した地区）
2級地13，000円 町単圃場整備並びに個人が実施した圃場整備地区

灘㈱
国民の休日

松代高校同窓会設立50周年記念大会　松代高校　10＝

30～

3級地10，000円 未整備地区
畑の部 設定なし

1．小作料は14年の作付けからの契約の標準額です。契約の目安

　であり、土地条件を考慮したうえ、話し合いで決めてください．

2．農業委員会では、標準小作料に対して30㌫増の小作料場合は

　減額を勧告することがあります．また、低額の目安は30㌫減とし

　ています．

3．今まで契約していた小作料は、双方合意の場合変更もできます

問い合わせ　松代町農業委員会（役場3階）

鵬脱鐵遜地域斎腸纏翻翔縫簗糖て

　平成13年から利用している新しい斎場は、棺が斎場に到達して

から収骨まで2時間程の所要時問で終了します。

　斎場では、受付に際して出棺時間で予約受付をお願いしていま

すのでご協力ください．

　なお、斎場では、従事する人への心付けを堅くお断りしていま

すのでご遠慮ください．

　　出棺時間（受付）一想定到着時間一終了時間
　　　　1　　　8：00　　　　　　－8：30　　　　　　－10：30

　　　　2　　10：00　　　　　－10：30　　　　　－12：30

　　　　3　　11：00　　　　　　－11：30　　　　　－13：30

　　　　4　　12：00　　　　　－12：30　　　　　－14：30

　　　　5　　14：00　　　　　　－14：30　　　　　　一一16：30

　　　　6　　　15：00　　　　　　－15：30　　　　　　－17：30

　　　　7　　16：00　　　　　　－16：30　　　　　　－18：30

　　　（16：00受付は、やむを得ない場合のみ受け付けています）

問い合わせ　松代町住民課

難㈱ 子供の日

縷欝 振替休日

灘灘

8（水） 松苧神社祭礼

9休）

10囲

欝㈱ 地球環境米米フォーラム　ミオン中里　8＝30～

灘欝
地球環境米米フォーラム

田植えフェスティバル　松代会場・中里会場　8二30～

13（月）
わくわくチャレンジクラブ（星座観察会）芝峠温泉

19二30～

14（火） 幼児検診（問）住民課

15（水）
ツベルクリン反応検査　松代小　13二30～

越後田舎体験（葛飾区立小松中来町）5月17日まで

16（木） 松寿大学十日町圏域地域めぐり（問）松代町公民館

17囲 B　C　G予防接種　松代小　13：30～

総鰯

欝麟 山菜を楽しむ会　ふるさと会館　11二30～

20（月）

県立松代病院の診療について
診療の受付時間　午前は8：30～11：30

　　　　　　午後は1時～4時までです．

救急患者休日・夜間は当直医がいますので受付までご
　　　　　　連絡ください

問い合わせ　県立松代病院受付（TEL7－2100　蹴7－3909）

4月1日からの診療一覧表　　　　　　　　　　○診察　一休診

難擁成講醸欝標額撫盤料癖顎糖て

農地の貸し借り・売買及び農地転用は農業委員会に届け出が必
要です。

（10アール当り）

1．小作料は14年の作付けからの契約の標準額です。契約の目安

　であり、土地条件を考慮したうえ、話し合いで決めてください．

2．農業委員会では、標準小作料に対して30㌫増の小作料場合は

　減額を勧告することがあります．また、低額の目安は30㌫減とし

　ています．

3．今まで契約していた小作料は、双方合意の場合変更もできます己

問い合わせ　松代町農業委員会（役場3階）

鵬脱鐵遜地域斎場の翻翔縫簗糖て

　平成13年から利用している新しい斎場は、棺が斎場に到達して

から収骨まで2時間程の所要時問で終了します。

　斎場では、受付に際して出棺時間で予約受付をお願いしていま

すのでご協力ください．

　なお、斎場では、従事する人への心付けを堅くお断りしていま

すのでご遠慮ください．

　　出棺時間（受付）一想定到着時間一終了時間

1
2
Q
J
4
5
6
7

8：00
10：00

11：00

12：00

14：00

15：00

16：00

一8：30

－10：30

－11：30

－12：30

－14：30

－15：30

－16：30

一10：30

－12：30

－13：30

－14：30

－16：30

－17：30

－18：30

　　　（16：00受付は、やむを得ない場合のみ受け付けています）

問い合わせ　松代町住民課
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一㈱嶺㈱㈱㈱幟◆脚㈱㈱㈱嶺伽県展入賞作品から

今
回
は
県
展
の
作
品
、
そ
し
て
次
回
か
ら

　
　
4
回
に
分
け
て
郡
展
で
入
賞
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す

～
8馬ー

鋭
㎝
O
O

轟
迦
蜘

著
渦
一
“
皿
儒
劇
鴻
一
偵
口

（
樹
コ
一
回
頴
識
）

　
　
　
昨
年
の
新
潟
県
美
術
展
で
奨

　

人
励
賞
と
な
っ
た
作
品
．
作
品
は
、

つ
峠
地
内
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

待
作
品
に
つ
い
て
鈴
木
さ
ん
は
、
「
早

を
朝
の
棚
田
の
風
景
を
撮
っ
た
帰

捷
舜¶
り
に
撮
影
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ル

‘

（松代・58歳）

ム
が
残
り
5
牧
ほ
ど
し
か
な
い

中
で
撮
っ
た
1
牧
。
夢
中
で
撮
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
作

品
の
田
の
水
面
に
映
る
人
影
が

二
重
に
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ

ん
き
ま
し
た
か
？

さ
ま
も
な
く
今
年
の
県
展
の
募

一
集
も
は
じ
ま
り
ま
す
・
鈴
木
さ

羊、
、
，
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
時
間
を
見
つ

木鈴
け
て
撮
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
、

、
b
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

か
楽
し
い
作
品
を
期
待
し
て
い
ま

品
す
．

作躾潟新
　
　
4

大学でガンバッテネ！團囹圏回團團お

紹
介
し
ま
す
　
関
谷
則
和
さ
ん
（
松
代
）

　
今
回
は
、
こ
の
春
か
ら
早
稲
田
大
学
に
進
学
す
る
関
谷
則
和

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
関
谷
則
和
さ
ん
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
、
全
国
大
会
で
2
位
、
ま

た
、
新
潟
県
チ
ー
ム
の
リ
レ
ー
選
手
と
し
て
ア
ン
カ
ー
を
務
め

る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。
本
人
は
、
「
で
も
、
シ
ー
ズ
ン
後
半
は
、

体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
て
…
…
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
松
代
高
校
を
卒
業
、
一
」
の
4
月
か
ら
早
稲
田
大
学
に
入
学
。
「
大

学
に
入
っ
て
も
カ
を
発
揮
し
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
母
校
の
ス
キ
ー
部
に
は
「
後
輩
た
ち
に
は
、
今
年

果
た
せ
な
か
っ
た
全
国
大
会
の
入
賞
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
」
と
声
援
を
送
つ
て
い
ま
し
た
。

　
関
谷
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

毒
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灘
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叢
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引
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咽
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彊
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O
N
㎝
O
O
（
刈
）
鱒
鱒
N
O
　
団
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鱒
㎝
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O
（
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）
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